
テラヘルツ波とは、波長が約10-1000マイクロメートルの電
磁波です。この波長はちょうど電波と光波の中間に位置し、
位相の揃ったテラヘルツ波を発生させるのは困難でした。し
かし、近年のテラヘルツ波発生技術の進歩により、1 MV/cm
という強い電場を持つ単パルステラヘルツ波を発生すること
が可能となりました。最近では、この高強度テラヘルツ波を
物質に照射し、これまでに起こり得なかった現象を発現させ
るという研究が盛んに行われています。
さまざまな高強度テラヘルツ波の発生手法が確立されつつ

ありますが、我々は、フェムト秒レーザーを用いた非線形光
学的アプローチから高強度テラヘルツ波を発生させる方法を
利用しています。そして、発生させた高強度テラヘルツ波を
物質に照射し、物質の性質を明らかにしようという研究や物
質に新しい機能を付与しようという研究を行っています。
最近の我々の研究では、半金属ビスマス内の電子を大きく

加速し有効質量を2倍以上にしたり（図1(a)[1]）、イオン伝導体
内のイオンをピコ秒オーダーで移動させたり（図1(b)[2] ）、金
内の電子を揺さぶり結晶粒界を乗り越えさせ、より「金属らし
く」させる（図1(c)[3] ）といったことに成功しています。
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図1 高強度テラヘルツ波を物質に照射すると……。


